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研究成果の概要（和文）：リスク、ネットワーク、デモクラシーの関係性に関する分析から、様々なリスクに直
面する社会の持続可能性を高めるには、社会のレジリエンス（ショックに耐え回復する力）を高めることが必要
であり、そのためには、(1)信頼に基づく人々のネットワークと(2)国民から信頼される質の高い民主的政府の存
在が重要となることが明らかになった。政府への信頼が失われると、不満を抱く人々がネットワークを形成して
対立や紛争を引き起こし、新たなリスクが生まれて、社会のレジリエンスが低下する可能性がある。持続可能な
社会の制度設計で特に重要なのは、国民から信頼される質の高い民主主義体制を維持することである。

研究成果の概要（英文）：Based on analyses of interdependence among risks, networks and democracy, we
 clarified that enhancing resilience of our society is the key to improve sustainability of the 
society facing various risks. To enhance the resilience, it is important to have (1) rich networks 
of the people with trust and (2) democratic governments that people can trust.  If the trust on 
governments were lost, frustrated people would form networks to create social conflicts and could 
deteriorate resilience of the society.  The most important elements of the institutional design for 
sustainable societies is the quality of the democratic system to maintain trust of the people on the
 government.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
「社会の持続可能性」の定義を明確にし、それに影響を与える要因を理論的に明らかにした上で、災害、経済、
紛争のリスク分析に応用してみることで、持続可能な社会を構築するための制度設計のあり方を理論的かつ具体
的に考察したことが、本研究の学術的意義である。パンデミック、気候変動問題、人口減少、内乱、地政学的リ
スクといった社会的リスクに、どのように対応すれば社会の持続可能性を高められるのかに関して、ネットワー
クとデモクラシーをキーワードとして基本的な考え方を整理したことが本研究の社会的意義と考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



1. 研究開始当初の背景 

私たちの社会は、様々なリスクに直面している。特に日本は、首都直下地震・南海トラフ地震などの大地

震や地球温暖化に起因する自然災害といった「災害リスク」、加速する高齢化・人口減少に伴う経済の収縮や

公的債務累積による財政破綻といった「経済リスク」、領土問題や核開発などを巡る国際関係の緊張の高まり

や格差に起因する対立や分断といった「紛争リスク」など、日本社会の安定性と持続可能性に大きな影響を

及ぼす様々な社会的リスクを抱えている。 

このようなリスクに対して適切な対応を行えるか否かは、社会の存亡に関わる重要な問題である。リスク

に対して、私たちは社会の持続可能性を高めるためにどのように備えたらよいのか。これが研究開始時の問

題意識である。 

 

2. 研究の目的 

リスクに対して、私たちは個人で備える（自助）のみならず、人々の相互扶助（共助）を通じて対応する

ことが多い。しかし、それでも十分な対応ができない場合、政府による対応（公助）が求められる。興味深

い事実は、リスクに対する公助のあり方が共助のネットワークに影響を与えるとともに、人々のネットワー

クや政治体制が、社会の持続可能性を脅かすリスクを生み出す可能性が存在することである。 

公助を提供する民主主義国家（デモクラシー）と共助のネットワークの相互依存関係が、リスクへの対応と

リスクの発生にどのように影響を与えるのかを明らかにすることで、持続可能な社会のデザインのあり方に

関する知見を獲得・蓄積することを研究の目的とした。 

 

3. 研究の方法 

研究は、理論的な考察を中心とする基礎研究と、社会の持続可能性を脅かす「災害」、「経済」、「紛争」と

いう 3 つのリスクに関する事例分析を中心とする応用研究に大きく分けられる（図 1）。 

基礎研究では、不確実性の理論、ゲーム理論、公共選択理論、社会選択理論などの経済理論および公法学、

比較政治学、国際関係論の分野における理論的研究に基づいて、リスク、ネットワーク、デモクラシーの相

互関係を解明する。 

そのような基礎研究で明らかになっていく理論的仮説

を、応用研究では事例分析を通じて検証していく。社会の

安定性や持続可能性を脅かすリスクを中心に、ネットワ

ークや政府による対応がどのように行われているかに関

する分析を行い、仮説の妥当性を検討するとともに、その

成果を基礎研究の洗練・拡張に還元することを目指す。 

図１：研究の方法 

4. 研究成果 

(1) 基礎研究 

社会の持続可能性の問題を理論的に考察する上で必要になるのが、「持続可能性」の定義である。ある時点

（t）における社会の状態（St）は、それを規定するさまざまな要因（Xt）によって決まると想定すれば、社会

が持続可能であるとは、現在の社会状態（S0）を含む許容範囲の中に社会が留まり続けられることであると

考えられる。ただし、コロナ禍の日本でも発生した「医療崩壊」のように、許容範囲を逸脱する状態に一時

的に陥ったとしても、社会が再び許容範囲に戻るなら持続可能と定義することが自然である。そこで、社会

が許容範囲に戻ってくることができない時点（Point of No Return）が存在する場合に持続不可能と呼び、そ

のような時点がない場合に持続可能と定義する（図 2 を参照）。 

社会の持続可能性が脅かされるのは、社会を規定する要因（Xt）の中にリスクが含まれる場合である。社会

が、定期的に発生するショックに耐えて、許容範囲に留まり続けることができるか否かが、持続可能性の問

題である。様々なショックに耐えて持続可能性を維持できる社会システムは「持続可能性が高い」と言える

だろう。 



 

 

（出所）[8; Fig.8]（英語を日本語に差し替え） 

図 2：持続可能性の定義 

 

システムがショックに対して持続可能性を持つという特性は、システムのレジリエンス（強靭性：ショッ

クに耐え回復する力）と呼ばれる。社会システムを構成する人々のネットワークや政治体制は、そのレジリ

エンスに影響を与えることで、社会の持続可能性に影響を与える。 

一般に、物理的なシステムでは、効率性、冗長性（ゆとり）、多様性といった要因がレジリエンスを高め

ることが知られている。人間が作り出す社会システムに関しては、それらに加えて公正性も重要な要因とな

る。公正性が確保されていない社会では、人々の協力を通じたショックの緩和が困難になるだけでなく、不

満がショックの拡大や発生につながることもあるからである（[8], [13]）。 

私たちの市民社会が、信頼に基づく協力を効率的に行える多様なネットワークによって構成されていれば、

社会は様々なショックに耐え回復できる高いレジリエンスを持つ。そして、そのようなネットワークから漏

れてしまう人々に対しては、政府が公正な対応を行うことで、人々は社会の公正さとゆとりを感じるだろう。

質の高い民主主義体制（デモクラシー）は、そのような社会状態の実現を目指すことで、社会システムのレ

ジリエンスを高める効果を持つ。 

しかし、政府による公正性の改善が不十分ならば、不満を持つ人々がネットワークを形成して反政府・反

社会的な行動をとり、新たなリスクを社会に生み出す可能性もある。政府の透明性を高めたり、政治家の汚

職や司法介入を減らしたりすることが、政府への信頼を高めることにつながるが、必ずしも簡単なことでは

ない（[6]）。また、政治家が国民の不満を減らすために大盤振る舞いを行って財政の持続可能性を低下させ

たり、逆に自由に制約を課したり議論を軽視したりすることで、人々の不満感を高めて社会の持続可能性を

低下させる可能性も考えられる（[5]）。国内外の市民社会（ネットワーク）や海外政府による監視や支援を

通じて、各国の民主主義の質を維持・向上させることは、国際社会の持続可能性を高めることにつながると

考えられる（[1]や[4]も参照）。 

社会の持続可能性とは何かを数学的に明確に定義し、それを高めるようなネットワークやデモクラシー（政

治体制）の特徴を明らかにしたことが、理論的研究の成果・貢献と考えられる。 

 

(2) 応用研究 

① 「災害」への応用に関しては、新型コロナウイルス感染症と気候変動問題への対応に関する研究成果が生

み出された。研究期間中に発生した新型コロナウイルス感染症のパンデミックは、リスク、ネットワーク、

デモクラシーの関係性を考察する上で貴重な素材を提供した。感染症は人々のネットワークを介して広がる

ため、政府は何らかの行動制限を人々に求める必要があるからだ。[2]では、日本政府は強い行動制限をあま

り人々に求めず、自由意志を尊重する民主的な手法を取ったが、情報発信が高い科学性や透明性を持ってい

たとは言えず、表面的な公平性にとらわれたことで、混乱が生じたことを示した。一方、[11]は、感染者の

急増によって一時的にせよ「医療崩壊」とも言える「許容範囲を超える」事態に陥ったことに関して、日本

の医療提供システムはゆとり（冗長性）が小さく、医療機関のネットワークが弱いために効率性が低いこと

が原因と考えられるとの分析を行った。気候変動問題に関しては、[9]において、この問題を深刻に捉えてい

る EU 諸国が連帯して解決に取り組んでいる状況と比べると日本の対応は不十分であり、このままだと効率

的な交易のネットワークから排除される可能性もあることを示唆した。 

 



② 「経済」のリスクへの応用に関しては、少子高齢化と人口減少の問題に関する研究に集中的に取り組んだ。

少子高齢化は社会保障制度と財政の持続可能性を脅かす最大の要因である。また、急速な人口減少は日本の

社会経済の持続可能性を脅かす要因となる。いずれも日本経済にとっての大きなリスクと考えられるが、そ

れらをもたらしているのは、出生数の持続的な減少である。出産の意思決定に関しては、様々な研究が行わ

れてきた（[7]を参照）。[12]では、これまで議論されてこなかった論点として、核家族化や地域とのつながり

の低下で、出産育児に関する不安（リスク）の緩和が難しくなっていることが出生率低下の一因との仮説を

提示し、地域の子育て支援のネットワークへの参加が子ども数を高める可能性があることをデータに基づい

て示した。出産育児のリスクも、地域のネットワークを通じて緩和することで、社会の持続可能性を高めら

れる可能性を示した。[10]では、社会保障の持続可能性に少子高齢化が与える影響と、その持続可能性を高

めるための政策についての研究の取りまとめを行った。 

 

③ 「紛争」の問題に関しては、民主主義社会の持続可能性という観点からの研究が行われた。今なお、民族

間の対立といった紛争は多いが、ミャンマーの国軍によるクーデターやロシアによるウクライナ侵攻など、

武力によって民主主義社会を崩壊させようとする紛争が世界で起こっている。民主主義社会を崩壊させるよ

うな紛争リスクにどのように対処したら良いのか。そして、紛争を回避するためには、どうしたら良いのか。

このような問題意識に基づき、[3]は、民主主義国家の連帯（ネットワーク）による対応が効果的であること

を示唆する。そして[4]は、アジア地域に民主化を支援する市民社会の多様なネットワークが存在することを

明らかにし、アジア地域における民主主義の回復と維持に貢献すると考えられることを示した。 

 

(3) まとめと残された課題 

リスク、ネットワーク、デモクラシー（民主的政治体制）に関する理論分析および事例分析から、以下の

ことが明らかになった。 

① 様々なショックへの社会の持続可能性を高めるには、社会のレジリエンスを高めることが必要。 

② 社会のレジリエンスは、社会の中に信頼に基づくネットワークが充実していると高まる。 

③ 社会のレジリエンスは、政府が国民の信頼を得ている場合に高まるが、政府が人々の信頼を失うと、不満

を抱く人々がネットワークを形成して紛争を引き起こし、社会のレジリエンスが低下する可能性がある。  

したがって、社会の持続可能性を高めるための制度設計として特に重要なのは、民主的政府が国民に信頼

される状態が維持されることである。 

権威主義体制の問題は、為政者が権力を維持し続けることでやがて腐敗し、人々の信頼を得られなくなり、

体制維持のために国民の人権侵害を行うようになったり、公正性が失われて不満を持つ国民が増えたりして、

対立や紛争が起こり、社会が持続可能でなくなる傾向が見られることである。 

自由で公正な選挙で政治的リーダーが選ばれる民主主義体制では、そのようなリスクは低下する。しかし、

国民の不満を抑えるための人気取りの政策（ポピュリズム）が採られて、破綻リスクが先延ばしされること

で社会の持続可能性が脅かされるという問題も発生しうる。民主的政府が長期にわたって国民の信頼を得る

ためには、政府の透明性を高めて議会で十分な議論が行われることが重要と考えられる（[2], [5], [6]を参照）。 

②や③が示唆するように、信頼は人々のネットワークや政府が上手く機能するために重要な要素である。

日本政府は、外交政策として民主化支援を明示的に掲げるようになったが（[1]）、国際社会の信頼が得られ

るように振る舞うことが自国および国際社会の持続可能性を高めるために重要との認識があると思われる。 

「政府や社会への信頼」は社会の持続可能性の鍵となるが、それがどのように形成されるのかは難しい問

題である。信頼とは信念（belief）であり、その形成に関しては、行動のみならず「情報」が重要な役割を果

たす。情報技術の急速な発達で、偽情報や誤情報がネットワークを通じて拡散しやすくなり、政府や社会へ

の信頼を喪失させる試みが国内外で行われるようになっている。さらに、人工知能（AI）が、人間の発信す

る情報と区別できないほどの情報を生成できるようになった。 

社会の持続可能性を高めるために重要な「政府や社会への信頼」に関する分析では、「情報」の研究がます

ます重要となる。情報が社会の持続可能性に影響を与えるメカニズムの一部を明らかにしたことは、本研究

の成果の一つと考えられるが、情報と社会の持続可能性に関する分析は今後に残された課題である。 
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